
■入選発表： 入選以上の人には５月下旬（予定）に通知します。

インターネットによる応募も可能です。（詳しくは、ホームページをご覧ください。）

特選および準特選には、賞状を授与します。（入選の句は、句集掲載のみとなります。）

※北村季吟生誕400年を記念し、テーマ②「スポーツ」に応募された俳句のうち、優秀な作品には
   『北村季吟賞』を授与します。（協賛：わたSHIGA輝く国スポ・障スポ野洲市実行委員会）

入選句以上の句を句集に掲載し、投句していただいた人全員に進呈します。

投句用紙の配布場所は、文化スポーツ振興課（※4月から所管課が変更になる予定です。）・各コミュニティ
センター・野洲文化ホール・さざなみホール・野洲図書館・歴史民俗博物館・北自治会館です。

■表　彰： 選者ごとに特選（市長・市議会議長・教育長賞）、準特選、入選を選定する予定です。
（一般の部、中高生の部、小学生以下の部のそれぞれで選出します。）

■投句用紙： 投句用紙は、必ず所定の様式をお使いください。（用紙複写による使用可。インターネットによる応募を除く。）

下記事務局（土曜･日曜･祝日は閉庁）へ投句料を添えてお持ちいただくか、郵便小為替を添えて郵送
してください。（現金書留も可）　※応募された投句原稿・投句料は返却(返金)　しません。

５句以内１組1,000円（１人何組でも投句可。）　※但し、高校生以下は無料

■投句方法：

■選　者： 石倉政苑
いしくらせいえん

 、北川栄子
きたがわえいこ

 、藤野鶴山
ふじのかくざん

　（五十音順、敬称略）

■テーマ： ①四季雑詠（季節・題は自由です。）

②「スポーツ」

■投句料：

※自己の作品で未発表のものに限ります。

※②は、「スポーツ」から連想する俳句を投句してください。

　　（俳句の中に必ずしも「スポーツ」が含まれる必要はありません。）

北村季吟（1624～１７０５）
[季吟文庫蔵]

【主催】 北村季吟顕彰会
【共催】 野洲市、野洲市教育委員会、野洲市北自治会
【協力】 北村季吟生誕の地 北遊遊倶楽部
【協賛】 わたSHIGA輝く国スポ・障スポ野洲市実行委員会

【投句及びお問い合わせ先】

北村季吟顕彰会事務局
（野洲市文化スポーツ振興課 文化振興担当内）

〒520-2395 滋賀県野洲市小篠原2100番地1
電話 077-587-1121(市役所代表)

FAX 077-587-6961(代表)
キ リ ト リ

キ
リ
ト
リ

俳句巻開き（表彰式）（予定）

■ 期 日 ： 令和６年6月８日（土）
■ 会 場 ： 野洲文化小劇場 （野洲文化ホール 横）

■ 日 程 ： 10：00～ 歌声コンサート（パステル）

10：30～ 落語［川柳］
（あっぷる亭おれんじ （近江落語会））

11：00～ 俳句会表彰式
選評・総評

季吟 俳句募集

令和７年に滋賀県で『わたSHIGA輝く国スポ・障スポ（第79回国民スポーツ大会(国ｽﾎﾟ)・
第24回全国障害者スポーツ大会(障ｽﾎﾟ)）』が開催されます。
大会の機運を高めるため、当市実行委員会の協賛を受けて事業を展開します。

北村季吟は、近江国野洲郡北村（現 滋賀県野洲市北）出身で、
俳諧・和歌・古典研究に幅広く活躍した江戸時代の代表的な国文学者であるとともに、
松尾芭蕉も教えを受けた、名高い歌人・俳人でもあります。季吟は「源氏物語湖月抄」、「徒
然草文段抄」、「土佐日記抄」、「伊勢物語拾穂抄」など有名な古典の注釈に精力を傾注
し、大衆化に努めました。また、幕府の「歌学方」として５代将軍徳川綱吉に仕えるなどその功
績は郷土の誇りです。この事業は、季吟の業績を偲び、俳諧に深く携わった功績を讃えるとと
もに、顕彰事業として広く俳句を募集することで、郷土の文化振興を図るものです。
寛永元年（1624年）12月11日に生まれた北村季吟は、今年で生誕400年を迎えます。


